
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 抑 制 に 向 け た 意 見 書  

 

国 は ２ 月 25日 に 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 の 基 本 方 針 」 を 決 定 し 、 徹 底

し た 感 染 拡 大 防 止 策 や 感 染 者 が 大 幅 に 増 加 し た 場 合 に 備 え た 医 療 体 制 の 整 備 等 に

つ い て 、 今 後 の 対 応 へ の 考 え 方 を 示 し た と こ ろ で あ る 。 そ の 後 も 感 染 拡 大 防 止 の

た め 、 国 民 に 対 し て 、 屋 内 外 で の 大 規 模 イ ベ ン ト の 中 止 や 延 期 、 規 模 縮 小 に つ い

て 、 ま た 、 小 中 高 の 各 学 校 の 休 校 に つ い て 要 請 が さ れ て お り 、 社 会 へ の 影 響 も 日

に 日 に 大 き く な っ て い る こ と か ら 、 こ の 方 針 に 沿 っ た 対 応 を 強 力 に 推 進 し て い く

こ と が 必 要 で あ る 。  

し か し な が ら 、 マ ス ク や 消 毒 薬 の 不 足 は 深 刻 で 、 一 般 市 民 に 行 き 渡 ら な い だ け

で は な く 、 感 染 防 止 の 最 前 線 に 立 つ 医 療 機 関 の 従 事 者 や 、 重 症 化 リ ス ク の 高 い 高

齢 者 や 障 害 者 等 が 利 用 す る 施 設 に も 十 分 に 供 給 さ れ な い 状 況 に な っ て い る 。  

横 浜 市 は 国 内 最 大 の 人 口 を 抱 え る 自 治 体 で あ る と と も に 、 国 内 外 と の 人 、 物 の

集 約 及 び 流 通 の 拠 点 と し て 世 界 有 数 の 規 模 で あ る 横 浜 港 を 有 し て お り 、 我 が 国 の

社 会 、 経 済 に 与 え る 影 響 も 大 き く 、 感 染 症 に 係 る 市 民 の 不 安 の 抑 制 や 、 感 染 者 に

対 応 す る 医 療 体 制 等 の 整 備 は 緊 急 の 課 題 で あ る 。  

今 後 、 基 本 方 針 を 受 け て 、 国 の 各 省 庁 か ら 具 体 的 な 指 示 の も と 連 携 を 取 っ て 対

処 し て い く が 、 刻 一 刻 と 変 化 す る 状 況 に 的 確 に 対 応 し て い か な け れ ば な ら な い 。  

よ っ て 、 国 に お か れ て は 、 正 確 な 情 報 を 把 握 し 、 地 方 自 治 体 等 に 対 し て 適 切 な

時 期 に 情 報 提 供 を 行 う と と も に 、 具 体 的 な 支 援 に 当 た っ て は 地 元 の 状 況 を 踏 ま え

た 対 応 を 行 う こ と 、 ま た 、 マ ス ク や 消 毒 薬 な ど 医 療 資 材 の 安 定 供 給 に 努 め る な ど

医 療 体 制 等 の 整 備 を 図 り 、 医 療 機 関 や 救 急 関 係 者 並 び に 高 齢 者 福 祉 、 障 害 者 福 祉

及 び 保 育 ・ 児 童 福 祉 な ど の 各 関 係 事 業 所 や 学 校 な ど に 対 す る 優 先 的 供 給 を 行 う こ

と を 強 く 要 望 す る 。  

こ こ に 横 浜 市 会 は 、 全 会 一 致 を も っ て 、 地 方 自 治 法 第 99条 の 規 定 に よ り 意 見 書

を 提 出 す る 。  
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